
共
料
金
の
検
討
を
し
な
守
れ
ば

な
ら
ぬ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ζ
う
云
う
仕
事
は
非
常
に
む
ず

か
し
く
や
り
ず
ら
い
こ
と
・
で
は
“

あ
り
ま
す
が
、
誰
か
が
い
つ
の

時
期
に
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

ぬ
以
上
、
や
む
を
得
な
い
時
期

に
合
理
的
な
野
迄
に
基
い
て
実

施

す

べ

き

だ

と

考

え

る

の

ぞ

あ

生

活

文

化

が

一

多

く

、

総

合

的

に

計

画

さ

れ

て

-

|

|

|

一

り

ま

す

。

.

進

む

に

つ

れ

て

一

い

な

い

為

維

持

管

理

も

出

来

に

一

端

に

亘

り

ま

す

の

で

、

予

算

面

一

・

一

一

一

特

に

本

年

度

か

ら

は

、

・

職

品

水

の

消

費

、

ま

一

く

L
更
に
水
源
の
状
態
が
悪
く

一

軒

目

料

開

問

rト
一
の
給
与
調
整
、
審
員
各
種
書
官
三
す
(
多
く
な
一
て
相
当
長
期
に
わ
た
っ
て
断
水

一
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
一
の
報
酬
引
上
等
ま
で
、
会
費
回
り
ま
す
。
長
浜

τ、
利
用
者
に
と
っ
て
一
番
水

一
当
面
の
問
題
点
と
し
て
重
要
E

一
が
大
巾
に
増
え
て
が
り
ま
主
一
町
で
は
、
大
正
一
の
慾
し
い
草
子
に
ど
不
自
由
を

一

T
一
人
件
費
の
圧
迫
に
三
一
て
、
事
一
十
五
年
時
の
町
一
か
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

も

の

を

拾

い

上

げ

て

み

ま

す

と

一

・

一

一

一
出
張
所
の
事
務
統
合
、
農
協
の
一
業
が
や
れ
な
く
な
守
」

ιは、
F

一

長

西

村

兵

太

郎

一

こ

の

よ

う

な

状

態

を

解

消

し

一
合
併
推
進
、
中
学
校
の
統
合
な
一
ま
こ
ど
に
遺
憾
。
》
考
え
ま
す
一
氏
の
大
英
断
に
よ
っ
て
、
県
内
一
査
閲
す
る
限
り
、
飲
料
用
あ

一
三
連
の
統
合
問
題
が
ど
ぎ
い
一
の
で
、
給
与
を
よ
れ

P
A笠
一
で
も
ま
れ
な
大
水
道
が
建
設
さ
一
る
い
は
、
工
業
用
、
そ
し
て
消

去

る

三

月

十

八

日

、

町

議

会

一

こ

と

に

な

り

ま

す

が

、

私

の

施

一

い

と

存

じ

ま

す

。

一

ま

す

。

一

仕

事

を

そ

れ

だ

け

し

っ

か

j
百
一
れ
、
旧
長
浜
町
民
は
今
日
ま
で
一
防
な
ど
、
水
道
利
用
者
に
対
し

「
λ
招
集
3
円
五
日
間
の
会
期
一
策
の
重
点
は
、
ま
ず
「
産
業
の
一
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
重
一
交
通
、
通
信
の
発
達
に
よ
り
一
っ
て
も
ら
う
と
い
う
考
え
千
三
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
来
ま
し
た
一
て
い
さ
さ
か
も
不
安
を
与
え
ず

j
一
一
で
、
市
日
け
川
誌
は
時
一
振
興
」
、
次
に
「
公
共
事
業
の
一
点
王
義
、
積
極
策
を
推
進
す
る
一
世
界
の
広
き
が
著
し
く
狭
ば
め
一
日
比
十
日
時
制
作
如
何
一
野
一
し
か
し
、
最
近
で
は
給
水
人
心
一
完
全
に
給
水
出
来
る
よ
う
に
し

一
等
、
一
二
十
数
件
の
議
案
が
審
議
一
拡
充
」
、
最
後
に
「
教
育
の
向
一
と
申
し
ま
し
て
も
、
無
計
画
の
一
ら
れ
た
今
日
、
当
然
起
る
ベ
さ
一
・
一
の
増
加
と
、
水
の
消
費
量
の
増
一
た
い
も
の
と
考
へ
、
昭
和
三
十

一
決
定
1
h
u
ぃ
b
u
e
r
k
-
E
上
」
の
三
点
を
三
つ
の
柱
と
し
一
猪
突
居
室
主
義
に
な
る
こ
と
は
一
問
題
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
な
け
一
高
齢
職
員
の
希
望
退
職
募
集
に
一
大
に
よ
っ
て
使
用
者
の
需
要
を
一
六
年
頃
か
ら
水
道
の
権
威
者
等

t
一
書
笥
司
明
針
こ
れ
に
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
行
政
一
厳
に
つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
一
れ
ば
な
ら
ぬ
機
還
に
ま
ら
れ
一
よ
る
人
員
整
理
を
図
る
こ
と
と
一
満
た
し
き
れ
ず
、
官
、
夏
と
一
宣
言
を
受
け
つ
L
豊
富
な
水

す
叶
寸
万
ル
朴
司
対
刊
現
ト
ぃ
一
事
務
を
追
随
さ
せ
て
町
民
の
福
一
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
て
い
る
問
題
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
，
一
秋
の
凋
水
期
に
は
、
し
ば
し
ば
一
源
の
確
保
、
あ
る
い
わ
管
理
の

一
昨
年
に
比
較
し
ま
す
と
十
六
Mm
一
利
増
進
を
図
り
た
い
と
言
う
の
一
わ
れ
わ
れ
の
住
ん
で
い
る
現
一
こ
の
こ
と
は
、
大
洲
市
等
隣
接
一
以
上
の
様
な
観
点
か
ら
本
三
断
水
あ
る
い
わ
時
間
給
水
等
を
一
合
理
化
等
に
つ
い
て
現
地
の
詔

ま
一
の
増
、
(
別
表
参
照
Y
と
な
り
一
が
念
願
で
あ
り
ま
す
。
一
代
社
会
は
、
高
度
の
科
学
文
明
一
市
長
村
と
の
合
併
問
題
に
も
つ
一
十
八
年
度
当
初
予
算
編
成
を
行
一
行
い
大
変
御
不
便
を
か
け
て
い
一
査
等
を
綿
密
に
行
い
、
研
究
を

z一
ま

し

た

。

ッ

十

ι

'

物
事
の
処
理
に
は
総
花
主
義
一
の
進
歩
に
よ
り
わ
れ
わ
れ
の
生
一
な
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
一
一
争
宇
一
る
の
が
現
状
で
す
。
一
進
め
た
そ
の
結
果
、
現
在
計
画

一
な
恥
、
町
長
の
施
政
j
針
演
一
と
、
重
点
主
義
と
の
二
つ
の
方
一
活
の
周
囲
は
常
に
よ
り
高
い
合
一
私
は
、
真
剣
に
し
の
問
題
と
一
っ
た
次
第
で
あ
り

t
R」
一
と
こ
ろ
で
、
戦
後
衛
生
思
想
一
中
の
大
字
柴
地
区
先
、
「
肱
川

一
説
は
、
直
接
議
場
か
ら
有
線
放
一
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
一
理
化
と
近
代
化
が
要
求
さ
れ
て
一
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
一
(
以
下
予
算
の
個
々
に
つ
恥
て
一
が
普
及
徹
定
し
、
そ
の
あ
ら
わ
一
ぺ
り
」
に
水
源
を
求
め
、
町
全

報
一
送
で
ナ
マ
の
声
を
放
送
致
し
ま
一
長
一
短
が
あ
り
ま
し
て
、
時
と
一
お
り
ま
す
。
一
い
ま
す
。
更
に
も
う
一
つ
の
点
一
の
説
明
は
省
略
)
一
れ
と
し
て
、
各
所
に
簡
易
上
水
一
依
の
水
道
を
一
本
に
ま
と
め
る

一
し
た
が
、
町
政
実
施
上
の
重
要
一
場
合
、
ま
た
、

ζ

れ
を
担
当
す
一
と
の
時
代
性
に
即
応
す
る
為
一
は
、
町
財
政
の
合
理
的
運
営
を
一
一
道
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
一
と
の
大
構
想
が
た
て
ら
れ
た
の

;

一

日

れ

れ

ぷ

い

持

ユ

抗

日

れ

は

り

q
E
M
M
1
u
u行
花

品

旦

れ

れ

紅

訟

は

炉

問

一

一

同

十

日

以

μ刊
訂

つ

け

日

九

」

の

工

事

は

、

昭

昆
一
「
昭
和
三
十
八
年
度
の
予
算
一
財
政
力
の
乏
し
い
長
浜
町
に
あ
一
な
効
果
を
ね
ら
う
べ
き
こ
と
を
一

J
z
J
t
j・・、
J--zr、l
i
l
t
-
J
I
-
-
-
J
1
J
I
f
-
-
-
/
1
1
I
t
e
r
-
-
3
1
J
-
F
r・、
J
I
f
-
-
i
j

一
和
三
十
七
年
度
か
ら
着
工
す
る

一
を
上
程
す
る
に
当
り
ま
し
て
、
つ
て
は
、
重
点
主
義
に
よ
っ
て
一
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一

H
1じよ
1
I
1

一
ょ
う
厚
生
省
の
認
可
も
受
け
、

一
ひ
と
じ
と
所
信
の
一
端
を
披
歴
一
早
く
効
果
を
上
げ
る
よ
ラ
指
向
一
一
日
の
計
、
一
年
の
計
、
そ
一

4
h支
川

匂

一

い

よ

い

よ

着

工

す

る

段

階

に

な

一
し
て
お
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一
す
べ
き
だ
と
亨
え
て
い
ま
す
。
一
し
て
永
年
の
計
両
が
、
周
到
に
一

L

判
蝿
丘
町
J

銀
ι霊
安
一
っ
て
町
長
お
よ
び
議
員
等
の
交

一

言

い

古

さ

れ

た

言

葉

で

は

あ

り

一

三

つ

の

柱

を

重

点

と

す

る

考

一

立

て

ら

れ

常

に

計

商

の

指

標

に

一

止

欽

統

費

一

替

期

と

な

り

、

新

し

い

陣

容

で

杓

γす
が
、
地
方
自
治
行
政
の
本
一
え
方
も
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
か
一
従
つ
℃
物
事
を
進
め
ま
す
時
、
一

4
h

片
山
刊
一
こ
の
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
な

同

V
I
M
-一υけ
一

汁

げ

げ

一

一

い

じ

一

一

一

旦

還

ー

挙

安

一

発

一

旨

が

、

地

域

社

会

住

民

の

福

祉

一

ら

出

発

し

て

い

る

も

の

で

あ

り

一

あ

ら

ゆ

る

物

事

は

成

功

へ

の

道

一

一

削

れ

制

一

っ

た

訳

で

あ

り

ま

す

。

そ

と

で

回
一
の
増
進
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
一
ま
す
が
、
更
に
、
個
々
の
具
体
一
に
通
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

4

t

j

i

r

一
本
工
事
を
進
め
る
上
に
は
、
事

担

一

永

遠

の

鉄

別

で

あ

り

、

わ

れ

わ

一

的

な

問

題

に

つ

い

て

も

、

急

を

一

無

計

画

、

ず

さ

ん

な

計

画

、

あ

一

産

業

経

存

志

賀

一

業

費

の

と

と

.

あ

る

い

は

、

将

U
一

れ

が

常

に

£

の

理

念

に

基

い

て

一

要

す

る

も

の

不

急

の

も

の

に

け

一

る

い

は

計

画

だ

お

れ

な

ど

の

緒

一

崎

北

件

一

来

の

維

持

管

理

の

面

、

そ

し

て

〆

白

一

ξ
針

転

転

手

る

と

じ

め

を

つ

け

、

重

点

指

向

喜

一

果

が

人

々

や

組

織

間

休

等

主

一

蹴

怜

村

一

借

入

金

償

還

方

法

等

、

十

分

に

/

一

と

が

一

大

原

別

で

あ

り

ま

す

。

一

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。

一

落

さ

せ

た

実

例

も

枚

挙

に

い

と

一

土

木

費

一

検

討

研

究

を

重

ね

、

い

ざ

給

水

〉

一

た

ど

こ

の

事

柄

に

つ

い

て

、

一

ま

た

、

こ

の

問

題

は

、

物

事

一

ま

が

な

い

程

見

せ

ら

れ

て

お

り

一

首

ι

防
品
質
一
す
る
と
言
う
段
階
陀
な
っ
て
か

ベ

〆

一

い

っ

、

何

を

ト

い

か

な

る

形

に

一

の

敏

速

な

処

理

と

い

う

こ

と

に

一

ま

す

。

一

山

山

崎

沖

一

ら

、

使

用

料

の

決

定

な

ど

に

ま

一

一

イ

ハ

'
i
t
J
i
i
一

一

一

議

会

費

一

)

旦

お

い

て

具

現

す

す

る

か

と

云

う

一

も

つ

な

が

づ

て

お

る

の

で

あ

り

一

私

は

、

こ

の

点

に

つ

き

企

画

五

γ
L
r
i仲
一
ど
つ
か
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

-

・

1
j
j
-
-
一-
J

ソ

リ

ハ

ド

一

:

一

一

一

町

俊

一

干

犯

一

点

に

人

そ

れ

ぞ

れ

の

持

つ

個

性

一

ま

す

。

よ

い

こ

と

、

あ

る

い

は

一

計

一

闘

の

仕

事

に

十

分

意

を

注

ぎ

一

制

収

入

一

一

の

考

え

方

か

ら

議

会

陀

要

請

し

J

吋

明

一

特

質

に

ょ

っ

パ

相

違

が

現

わ

れ

一

緊

急

を

要

す

る

も

の

、

且

つ

何

一

よ

り

完

全

な

よ

り

充

実

し

た

長

一

繰

越

金

一

て

「

上

水

道

特

別

委

員

会

」

を

ご

平

一

て

く

る

こ

と

も

ま

た

-

自

然

の

一

と

か

努

力

を

す

れ

ば

や

れ

る

と

一

期

の

計

画

の

上

に

立

っ

て

職

務

一

申

す

附

合

一

設

置

し

、

議

会

か

ら

六

名

の

委

知

一

理

で

は

な

い

か

と

?

す

二

云

う

見

透

が

つ

け

ば

、

積

極

果

一

を

果

し

て

;

い

と

亨

え

る

一

時

h
仁

川

社

十

員

を

選

出

し

こ

れ

に

議

長

と

副

-
r
和

一

私

は

、

町

民

多

数

の

方

々

か

一

断

に

事

を

運

ぶ

と

い

う

熱

意

を

一

の

で

あ

り

ま

す

使

用

料

手

・

数

料

T
議
長
を
加
え
て
、
水
道
の
建
設

~

三

千

昭

一

ら

信

任

を

受

け

て

町

長

の

織

に

一

発

揮

す

べ

き

だ

と

考

え

て

お

り

一

以

上

、

私

の

基

本

的

な

行

政

分

担

金

一

お

よ

び

将

来

の

運

営

の

こ

と

な

日

一

就

任

し

た

以

上

、

選

挙

を

通

じ

一

ま

す

。

一

に

対

す

る

態

度

を

要

約

し

ま

す

助

産

収

入

一

ど

水

道

に

関

す

る

総

べ

て

の

こ

一r
s
う
一
て
申
し
上
げ
て
き
た
事
担
JZ
忠

一

私

一

は

私

の

持

っ

て

い

る

を

ぜ

一

と

「

計

画

主

義

」

「

重

点

主

義

交

付

一

と

を

相

談

し

な

が

ら

完

全

で

合

↑

一

実

に

実

行

し

丈

行

く

事

を

第

一

一

と

、

情

熱

と

、

そ

し

て

生

命

力

一

「

積

極

主

義

」

と

言

う

こ

と

に

一

理

的

な

も

の

を

作

り

上

げ

る

よ

義

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

一

の

す

べ

て

を

傾

注

し

て

、

事

に

一

り

ま

す

が

、

個

々

の

具

体

的

な

一

う

努

力

し

て

お

り

ま

す

も

う

雇

お

さ

ら

包

ヰ

る

|

凶

作

協

同

民

同

H
H同
限

付

仔

ド

惚

多

一

こ

の

研

究

の
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、
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二
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三月の人口動態

男 8.71 3 
女 9.50 8 
計 18.2 2 1 
世帯数 4.1 6 0 

(末日現在)

死亡 14
離婚 3 

... 

(単位苦吊円)昭和38!f反歳入歳品予t
歳。入 148.41816 I 歳出 148.41816

E二コ時和37~干.oc.
E盟国時和33坪皮

h
f
z
¥パ
'
1
4、
~
パ
同
事
ョ
一
‘

丸

、‘

-.') 

「
断
水
の
な
い

上
水
道
」
i

ヘ

出生 29
婚姻 40

4見

1IlT 

1丸

30 

20 
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、

、
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一
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包
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目日

進

¥J 

司診

料
金
の
こ
と
な
ど
も
重
要
な
課
一
な
無
謀
な
値
上
げ
を
す
る
考
え
一
満
香
(
間
)

V
笹
田
秀
子
(
同

題
と
な
り
総
工
費
一
億
円
と
決
一
は
も
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
一

)

V
沢
は
ま
え
(
同
)

V
池
固

定
し
た
場
合
、
一
切
の
政
治
的
一
け
れ
ど
も
、
現
在
の
町
の

k
一
ス
ミ
子
(
向
)

V
松
岡
昭
子
へ

一

7

一同
)

V
菊
地
郎
子
(
同
)

V
横

配
慮
を
せ
ず
使
用
料
の
み
で
借
一
道
使
用
料
は
全
国
的
な
統
計
か
一
道
単
一
見
(
同
)

V
大
津
周
子
(

入
金
の
償
還
維
持
管
理
な
ど
を
一
ら
見
て
も
最
低
で
す
の
で
、
早
一
同
)
ザ
岡
記
士
山
校
(
同
)

V

大

一

一

野

マ

ス

子

(

同

)

V

西
村
昇
子

す
れ
ば
、
ど
の
程
度
の
使
用
料
一
く
適
正
な
料
金
に
改
正
す
る
よ
一
(
同
)

V

藤
上
ア
サ
エ
(
同
)

と
な
る
か
な
ど
の
試
算
も
い
た
一
う
当
局
か
ら
勧
告
も
受
け
て
い
一

O
税
務
課

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
で
は
大
一
ま
す
。
と
の
よ
う
な
訳
で
、
他
一

v
課
長
補
佐
兼
収
納
係
長
久

休
七
百
円
見
当
の
金
額
が
算
出
一
市
町
の
料
金
と
見
合
っ
た
額
と
一
保
熊
男
(
喜
多
灘
出
張
所
)

さ
れ
ま
し
た
。
一
な
る
よ
う
、
目
当
額
の
宜
上
げ
一
v
調
査
係
長
平
井
源
一
(
往

一

キ

イ

二

一

民

課

)
γ
竹
本
総
太
蚊
(
櫛
生

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
高
額
一
は
や
む
を
得
ぬ
こ
と
L
考
え
ま
一
出
張
所
)

V

菊
地
克
へ
文
書
課
て
，

徴
収
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
一
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
完
成
一

v
日
野
敏
子
(
産
業
課
)
へ

す
か
ら
、
い
か
に
し
て
無
理
の
一
後
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
十
分
一

O
住

民

課

一

な
い
料
金
と
す
る
か
が
現
在
、
一
検
討
を
加
え
、
維
持
管
理
も
完
一
一
号
縦
長
健
闘
一
料
開
会
一
器
開
立

委
員
会
と
し
て
の
一
番
大
き
な
一
全
に
出
来
、
借
入
金
の
償
還
に
一
長
藤
岡
喜
代
夫
(
総
務
諒
)
『

研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
一
も
不

E
合
の

E
、
ょ
う
、
委
員
一

v
佳
民
係
長
池
田
又
一
郎
(
一

一

書

T
し

一

養

老

院

長

)

一

で

あ

り

ま

す

。

一

会

と

一

体

と

な

っ

て

研

究

を

続

一

v
保
健
係
長
日
田
稲
生
(
税
一

と

こ

ろ

が

、

開

く

と

こ

ろ

に

一

け

て

、

ま

す

。

一

務

課

)

V

石
内
義
盛
(
税
務
課
一

一

し

一

v
友
沢
敏
(
税
務
課
V

槙
尾
ハ
一

よ
り
ま
す
と
、
こ
の
試
算
の
金
一
以
よ
の
よ
う
な
訳
で
す
か
ら
一
ツ
子
(
総
務
課
)

V

梶
村
亀
代
一

額
か
そ
の
ま
L
新
し
い
水
道
の
一
町
民
各
立
に
お
旨
れ
て
も
、
そ
一
(
櫛
生
出
張
所
)

V

山
本
勝
延
一

一

ィ

ヵ

一

(

建

設

課

)

田

中

和

子

(

長

浜

一

使
用
料
と
し
て
決
定
さ
れ
た
よ
一
の
辺
の
事
情
を
ど
理
解
さ
れ
て
一
小
学
校
)

V

山
下
国
広
(
文
書
一

う
に
誤
り
伝
え
ら
れ
、
皆
様
に
一
一
層
の
ご
協
力
を
下
さ
る
よ
う
一
課
V

沖
浦
保
育
所
田
村
恒
子
一

大
変
御
不
安
を
与
え
て
い
る
よ
一
お
願
い
致
じ
ま
す
。
一
(
長
浜
保
育
園
)

V

沖
浦
保
育
一

う

で

す

か

、

決

し

て

そ

の

よ

う

一

一

所

西

山

美

智

子

(

櫛

生

保

育

一

J
-
-
i
f
-
-
f
-
z
f
l・-
-
i
t
E
i
f
-
-
J
1・2・I
t
-
-
-
t
J
2
1
一所
)

V

大
和
保
育
所
滝
野
俊
子
一

大
巾
な
I
l
l
-

一~霊立粕龍一

.l

，
I
l
l
-
1
:

一

一

一

)

V

養
老
院
長
隠
岐
龍
妙
(
一

「
l
l
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
t
!

一

住

民

課

〉

一

「
l
Eヘ
h
F
日

時

訂

玖

一

。

産

業

課

一

J
-
l
-
t
i
-
-
d

ニ
E
-

一
v
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
久
一

郎
ー
南
町
高
い
の
1

1

R

時
間

F
h品
目

M
J

一

「

適

材

適

所

」

を

ね

ら

う

一

住

民

課

)

V
真
鍋
奥
秋
へ
住
民
一

一課
)

V

渡
辺
敬
(
税
務
課
)
一

西
田
町
長
就
任
後
初
の
大
巾
-
の
改
革
に
よ
る
事
務
能
率
の
向
一
。
態
設
課
一

な
人
事
異
動
が
、
四
月
一
日
付
一
上
を
は
か
る
か
た
わ
ら
、
退
職
一

v
課
長
補
佐
兼
土
木
建
築
係
長
一

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
度
の
異
一
者
を
つ
の
っ
て
職
員
の
若
返
り
一
佐
々
木
隆
(
産
業
課
)

V

庶
務
一

動
の
焦
点
は
、
「
適
材
適
所
」
一
を
は
か
る
な
ど
の
処
置
が
行
な
一
港
湾
係
長
酒
井
義
馬
(
文
書
-

を

モ

ッ

ト

ー

と

じ

て

行

わ

れ

そ

一

れ

ま

し

た

。

一

課

〉

V

水
道
係
長
宮
本
時
夫
-

の
総
数
は
、
六
十
六
名
に
の
ぼ
一
な
お
、
今
回
の
異
動
者
は
次
一
v
港
務
所
高
田
軍
治
郎
(
住
民
一

る
大
異
動
で
し
た
。
一
の
通
り
で
す
。
(
カ
ツ
コ
内
は
一
課
)
V
坂
井
弥
八
郎
(
産
業
課
)
一

今

度

の

異

動

に

あ

た

っ

て

は

一

旧

任

)

一

v
仙
波
久
枝
(
住
民
課
)

V
上
一

課

長

補

佐

な

ら

び

に

、

係

長

の

一

。

総

務

課

一

回

邦

彦

(

産

業

課

〉

一

制
度
を
設
け
て
、
事
務
処
理
の
一

v
課

長

補

佐

兼

企

酎

財

政

係

長

一

。

教

育

委

員

会

一

系
列
を
明
ら
か
に
し
た
他
、
広
一
森
議
(
文
書
課
)

V
庶
一
教
育
長
職
務
代
理
者
兼
総
務
係
一

報
と
有
線
放
送
を
総
務
課
か
ら
一
務
消
防
係
長
池
上
昭
夫
V
山
一
長
兼
社
会
教
育
係
長
田
中
与
一

文
書
一
課
に
、
所
管
替
え
し
て
専
一
下
朝
子
(
文
書
課

)
V大
橋
豊
一
左
衛
門
v
学
校
教
育
係
長
槙
一

任
の
広
報
係
を
お
舎
、
広
報
活
一
子
(
文
書
課
)
一
尾
多
喜
中
大
V
長
浜
小
学
校
藤
一

動

を

一

段

と

強

化

し

て

、

出

張

一

。

文

書

課

一

本

富

雄

(

住

民

課

)

V

日
野
都
一

所
の
事
務
統
合
に
伴
う
町
民
の
一

V
課
長
土
居
孝
童
(
議
会
事
一
美
子
パ
産
業
課
V
水
族
舘
石
f

a

不
便
感
を
少
な
く
し
、
更
に
町
一
務
局
長
V
課
長
補
佐
兼
広
報
有
一
英
男
(
税
務
課
二
月
一
日
付
)

民
と
直
結
し
た
町
政
を
お
し
す
一
線
係
長
池
田
徳
重
(
総
務
課
一
@
議
会
事
務
局

L
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
c

一
)

V
文
書
係
長
上
川
万
敏
(
一
、
局
長
松
田
智
(
住
民
課
長

ま
た
、
産
業
課
の
農
業
土
木
一
税
務
課
)
V
小
石
玉
子
(
白
滝
一
@
出
納
室

を
建
設
課
へ
移
管
し
、
産
業
課
一
出
張
所
)

V
山
崎
一
義
(
産
業
一

v
室
長
補
佐
兼
出
納
長
糸
井

に
は
、
産
業
振
興
に
、
係
と
し
一
課
)

V
石
田
広
美
(
建
設
課
)
一
四
郎

て
、
農
業
関
係
三
名
、
水
産
係
一

V
東
兼
子
(
教
育
委
員
会
)
V
一
。
出
張
所

一
名
、
そ
し
て
商
工
観
光
係
一
一
大
野
泰
俊
(
総
務
課
)

V
三
浦
一

γ白
滝
出
張
所
平
田
春
美
V

名
の
職
員
を
お
き
、
産
業
の
振
一
義
直
(
同
)

V
久
保
優
子
(
同
一
櫛
生
出
張
所
清
水
文
子
(
住

興
に
章
点
を
お
く
な
ど
、
機
構
-
)
V
山
田
紀
子
(
同
)

V
浪
本
一
民
課
)
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い回あに お限皆はをとすの薗か
わのる倍加り度さか完のるーでら
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上ばす御は とし吋扇ピ軍当万の丘/...IJ 終にのた月影つ上九 本終のき 当。役な最玉記 Q)， ま年金た揚
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勇主じJ二ι立ι長ι一~一主梓嘉
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‘べ(単位千円) " r. 揚府戦が月洋昭臼オマ瞳昭た十でる泰く地に病校たよあ以終
⑦げの前あ以群和 )レ警和方九、こ畿なに滞気 家つつ上戦
のた要叉つ上島十ヲ昭 1童十 日昭と議つも在見病族てた外時
引者請はた非)八イ和半白六 以和を訂たど中舞気で生方地ま
慢 に大方通ま年リ十島量年 後二余続方る終等、終計まにで
者 よ戦でにで十ツ六『諸八 本十儀き こ戦の療戦車た生引
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子 太日次活続-::/十領、ー に年く地 がな務、内持そのき
邦本大のき日諸ニポ旧日 引四さに でつで出地しの本六

昭 に国戦本六(島月 Jレ英( 揚月れ残 きて本産のて方拠ケ
和 引政開拠ケ南)八ネ領!日 げ二た留 な外邦、学いにの月

百百} ① 伺 ( 
測た人あ以猿終終維は的で地月中二台あ以終終あ以終軍揚府前地島十ブ昭 l東
開方でる上最戦戦持そなに域十顎十 i電る上戦戦る上戦人げの又で)八イ和半印
拓(終妻外時後時さの勤外は五搾年 軍外時後間外時軍た要は出以年リ十島度
義満戦を地ま本本れ方労地今回議二樺属地ま本に地まき方請大生前十ッ、

震誤差E252需ご5室長委主語平高省主主主会主主 E官主fE5手重馬
員拓邦し活続引在たつ除銃撃に和五区初It舌続復又活続 りに次月日諸二ボ旧
、聞にてのき揚中家てくし菌、丁目)、のき員はのき 本日率以(島月 Jレ英
満員引い本六げま族生)(議南九まは朝本六し応本六 邦本詰内南)八ネ領
調、揚る拠ケたたで計ま臨前方手で昭鮮拠ケた召拠ケ に国関に洋昭日オマ
事満げ軍の月方は、をた時ま諾八に和、の月方しの月 引政戦外群和()レ
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新旧課税標準額累進超過税率及び税額対照表

課税標準額
改 正 前 改 正 後 減税額

税 率段階別控除額税 客員 税 率段階別控除額税 客員 70円
2万円以下 2.55% 。円 510円 2.30% 。円 460円 160 
3万円以下 3.40 170 850 2.30 。 690 280 
3万円超える 3.40 ユ70 2.210 3.10 240 1.930 450 
7万円 1/ 4.25 765 4.3jO 3.90 800 3.880 770 
12万円 11 5.10 1.785 8.410 4.7.0 1.760 7.640 1.220 
20万円 。 5.95 3.485 14.360 5.50 3.360 13.140 1.820 
30万円 11 6.80 6.035 27.960 6.60 6.360 26.140 2.070 
50万円 11 7.65 10.285 66・2ユo 7.60 11.860 64.140 2.07.0 
100万円 11 8.50 よ8.785 151.210 8.50 20.860 149.140 2.070 
200万円 11 9.36 35.785 244.710 9.35 37.860 242.640 2.070 
300万円 11 10.20 61.285 448.710 10.20 63.360 制門 2.070 
500万円 1/ 11.05 11.05 

。注この税率はたどし書方式を採用している市町村の超過累進税率でその控除は段階区分によって計算する手閣を省
くために適応控除を行う仕くみである

① ①揚げむ の 。引 課か」ば 5月16日までに手続を
邦，，，..f出← 戦合す!'" 後可ト 圧りロ ミソ由 生主巴 怠B主l芸l璃円 -b- 1.を豆 Jあ、 以L 面終長 " 土昆 へ，.... ~ yらヤ 主が宰 志時台
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有線放送施設費収支状況

昭見 才 d 入 才 出

も!? ;j 重曹 2.553 
997 
3.550 

七 担計令 13..046 新合設 費計 l' 718 

度年額 差引不足額(一般会計より充当)
5.268 
1. 792 

才 入 才 出

維使持計分分科担手金数 2.381 運持営保 費賓 3 95 制
用 料 144 、維保言十守 1.587 

昭和予
2.525 I lit 5.488 

加入合 担計金 2.490205 新設合工事費計 5.84080 8 
一一

車毒EE長奇襲料金山円憎の 電計量住霊建幹童書0エー2字事プル電改柱修根工継f事i却I1 十算
A 一分) 2.381 I 11Ut~~200)js: ~tH.&$1Ë200本
年度額 " (局外通話料i回3円1日 長浜替線2ケ0 620 
550回) 602 ケーブル 1.OOOm 
計 2.95381 穂(績案分道線改修工事 ) 300 

一般財源より充当 2.532 に叙設しである分

総計 8.438 総計 8.438 
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